
令和６年６月定例会で一般質問を行いました！

自治会役員のなり手不足について
ここで問う自治会役員とは、市が依頼している各種委員のことを言います。地域の住民

が自治会活動に積極的に参加すれば、地域生活はよりよいものになると思います。しかし、

人口減少が顕著な地域では、自治会役員のなり手不足が深刻な問題となっております。少子

高齢化や人口減少が自治会の運営に大きな影響を与えており、近年では、ライフスタイルの

多様化や共働きなど、家庭の事情によって地域活動に参加できない方が増えつつあります。

自治会役員（仕事）の負担を考えると、高齢の方にお願いすることは難しく、役員のなり手

が限定されます。そのため、一部の住民が代わる代わる役員を務めることになり、その方達

に大きな負担がかかっているのが現状です。自治会では地域防災や減災、地域美化、ごみ処

理など、地域コミュニティにとって欠かせない活動が行われており、そのまとめ役である自

治会役員は非常に重要な役割であると思います。

そこで、その地域の実情に合った役員構成で地域の活性化を行うことが必要と考え、現在

の状況と今後の計画について質問を行いました。主なものをご報告いたします。

質問 住みよい環境づくり推進員について、今後の考え方を伺います。

答弁 住みよい環境づくり推進員の設置の目的は、市民一人一人が生活環境の保全および

より良い環境の創出に努めるためとされています。地域の環境美化を保つためには

地域の方の協力が必要であり、将来にわたり活動を進めていただくためにも推進員

の確保は必要とされています。今後は、会議を書面による開催に変更するなど、地

域の推進員の方の負担を軽減する取り組みを進めていきます。

質問 交通安全女性について、今後の考え方を伺います。

答弁 時代の変化や子ども達の登下校を見守るボランティア団体などとの活動の重複、ま

た、高齢化や人口減少などで担い手が不足している現状を踏まえ、役員会などによ

り、今後のあり方について早急に検討したいと考えます。

質問 この他に、警察・社会福祉協議会・農協などの機関から地域に依頼されている役員

で、この関係機関と連携をとって、地域の実情に合った人数に調整することは可能

であるか伺います。

答弁 関係課を通じまして地域の実情を考慮しながら、人数を含めて外部機関と調整図っ

てまいります。

質問 今後、人口減少と高齢化が進んでいき、自治会役員の選任が非常に難しくなるのが

想像できます。その前に自治会役員のあり方を考えた方が良いと思いますが、それ

についてどうお考えか伺います。

答弁 市では、役員の役割や必要人数の見直しを図り、自治会負担を軽減する取り組みを

進めています。更に負担軽減を進めるには、各自治会がそれぞれ選出している地域

固有の役員についても見直しに取り組む必要があると考えます。

人口減少と少子高齢化、また時代の移り変わりで、今まで続けてきた自治会役員のあり方

を再度考えていただき、実情に合ったものにしていただきたいと思います。


